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《資
料
紹
介
》
明
治

・
大
正
時
代
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
文
句
集
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に

明
治
三
二
年

（
一
九
〇
〇
）
に
日
本
人
が
パ
リ
で
初
め
て
レ
コ
ー
ド
に
声
を

吹
き
込
み
、
明
治
三
六
年
に
は
外
国
レ
コ
ー
ド
会
社
の
、
日
本
で
の
出
張
録
音

も
始
ま
っ
た
。
以
後
、
レ
コ
ー
ド

（平
円
盤
）
は
日
本
で
も
娯
楽
的
な
媒
体
の

一
つ
と
し
て
普
及
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
初
期
Ｓ
Ｐ
レ
押
「
ド

の
、
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
に
気
づ
い
た
研
究
者
と
し
て
清
水
康
行
氏
、
金

沢
裕
之
氏
、
中
井
幸
比
古
氏
ら
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
氏
は
、
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
の
中
で
も
、
自
然
な
口
頭
語
に
近
い
も
の
と
し
て
主
と
し
て
落
語
を
選

ん
だ
点
が
共
通
し
て
い
る

（清
水
氏
は
演
説
も
と
り
あ
げ
て
い
る
）
。

さ
て
、
初
期
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
雑
音
が
多
く
、
聞
き
取
り
に
く
い
箇
所
も
あ

る
た
め
、
レ
コ
ー
ド
会
社
が
自
社
発
売
の
レ
コ
ー
ド
の
録
音
内
容
を
文
字
化
し

た
冊
子
を
並
行
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を

一
般
に

「文
句
集
」

餃鰤”
「る」練「鰈』ｒ碑権脚渕満“珊秦『脚売利吻彙け卸ぽ嘘潔〓

の
出
張
吹
き
込
み
時
代
の
ド
イ
ツ
ラ
イ
ロ
フ
ォ
ン
の

『文
句
集
』
及
び

『
ス
タ

ー
ク
ト
ン
象
印
新
曲
譜
歌
集
し
、
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
『美
音
の
栞
』
が
古
い
も

の
と
の
こ
と
で
あ
る

（後
述
の

『全
記
録
』
前
書
き

〈岡
田
則
夫
》
。

本
稿
で
は
、
近
年
翻
刻
や
復
刻
が
な
さ
れ
て
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
の
種

金

水

敏

の
文
句
集
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
概
要
を
示
し
、
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
『美
土日
の
栞
』

筆
者
が
現
在
知
り
得
た
範
囲
で
、
「文
句
集
」
の
翻
刻

。
復
刻
と
し
て
、
『近

代
庶
民
生
活
誌
』
第
八
巻

（南
博
責
任
編
集
、
三

一
書
房
、　
一
九
八
八
。
以
下
、

『生
活
誌
』
と
す
る
）
に
収
め
ら
れ
た

『美
音
の
栞
」
と
、
『獣

Ｐ
盤
江
コ
ー
剛
芸

能

・
歌
詞

。
こ
と
ば
全
記
録
』
全

一
一
巻

（倉
田
善
弘

・
岡
田
則
夫
監
修
、
大

空
社
。
一
～
六
巻
は
一
九
九
六
年
、
七
～

一
一
巻
は
一
九
九
七
年
。
以
下
、
『全

記
録
』
と
す
る
）
が
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

『生
活
誌
』
に
は
、
レ
コ
ー
ド
関
係
資
料
と
し
て
、
英
国
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
、

米
国
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ト
ド
社
等
が
行
っ
た
出
張
録
音
の
レ
コ
ー
ド
ロ
録

一
二

点
に
加
え
て
、
『写
声
機
平
円
盤
美
音
の
栞
』
（以
下
、
『美
音
の
栞
し

が
翻
刻

さ
れ
て
い
る
。
『生
活
誌
』
に
収
め
ら
れ
た
『美
音
の
栞
』
に
つ
い
て
の
解
説

（岡

田
則
夫
氏
著
）
の
一
部
を
引
用
す
る
。

天
賞
堂
扱
い
の
米
国
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
の
詞
章
を
活
字
化
し
た
文

句
集
。
明
治
四
四
年
六
月
二
七
日
、
天
賞
堂
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
編
集
兼

発
行
者
は
同
社
社
長
の
江
沢
金
五
郎
。
本
の
大
き
さ
は
縦
約
十
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
約
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
本
文
二
八
四
ペ
ー
ジ
。
定



価
表
示
は
な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

前
書
き
に

「美
音
の
栞
は
編
を
重
ね
る
こ
と
す
で
に
三
回
」
と
あ
り
、

本
書
の
前
に
同
様
の
文
句
集
が
三
冊
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
美
音
の
栞
』
五
〇
二
頁
）

『美
音
の
栞
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
の
面
数
を
、
本
書
の
部
門
立

て
に
そ
っ
て
集
計
し
た
も
の
を
表
１
と
し
て
示
す
。
当
時
の
レ
コ
ー
ド
は
片
面

版
が
標
準
的
で
あ
る
の
で
、　
一
枚

一
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
両
面
版
は
二

面
と
数
え
る
。
収
録
時
間
の
関
係
で
一
つ
の
作
品
が
何
面
も
の
レ
コ
ー
ド
に
ま

た
が
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
作
品
の
数
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
レ
コ
ー
ド
の
面
数
と
し
て
数
え
た
。
逆
に
、　
一
面
の
レ
コ
ー
ド

に
複
数
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
場
合
も
、　
一
面
と
数
え
た
。

残
念
な
が
ら
、
「生
活
誌
』
は
、
翻
刻
に
あ
た
リ
ル
ビ
を
大
部
分
削
除
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
に

『生
活
誌
』
所
収
の

『美
音
の
栞
』
の
資
料
的
価
値
は
は
な

は
だ
減
ぜ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
お
そ
ら
く
原
文
は
総
ル
ビ
に
近
い
状
態
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

一二

「全
記
録
』

一二
・
一　
日
本
書
音
器

次
に
、
『全
記
録
』
に
収
め
ら
れ
た
、
日
本
蓄
音
器

（
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
）
の
文

句
集
と
東
京
蓄
音
器
の
文
句
集
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
「全
記
録
』
は
原
典

の
版
面
を
そ
の
ま
ま
復
刻
し
た
も
の
で
、
ル
ビ
、
漢
字
字
体
、
仮
名
遣
い
等
も

も
ち
ろ
ん
原
典
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
蓄
音
器
の
文
句
集
か
ら
見
て
い

く
。
「全
記
録
』
で
は
、
第

一
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
に
相
当
す
る
。
各
巻
の
原
本

に
つ
い
て
列
挙
し
て
お
く
。

１
　
『全
記
録
１
』
¨
『日
本
蓄
音
器
文
句
全
集
』、伊
藤
直
基
（編
集
兼
発
行
）、

日
本
蓄
音
器
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
三
年

（
一
九

一
三
）

一
二
月
八

日
印
刷
、
同

一
二
日
発
行
。

２
　
『全
記
録
２
』
¨
『日
本
蓄
音
器
文
句
全
集

（第
二
版
と
、
伊
藤
直
基

（編

集
兼
発
行
）、
日
本
蓄
音
器
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）

一
二
月

一
日
再
版
、
同
四
日
発
行
。

１
の
末
尾
に
作
品
を
追
加
。

３
　
『全
記
録
３
』
¨
『日
本
蓄
音
器
文
句
全
集

（第
三
版
と
、
伊
藤
直
基

（編

集
兼
発
行
）、
日
本
蓄
音
器
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）

二
月
二
三
日
三
版
、
同
二
五
日
発
行
。

２
の
末
尾
に
作
品
を
追
加
。

４
　
『全
記
録
４
』
¨
『日
本
蓄
音
器
文
句
全
集

（第
四
版
と
、
伊
藤
直
基

（編

集
兼
発
行
）、
有
賀
彰
司

（発
行
）、
日
本
蓄
音
器
文
句
集
全
集
発
行
所
、

大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
二
月

一
五
日
印
刷
、
同
二
〇
日
四
版
発
行
。

３
の
末
尾
に
作
品
を
追
加
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

５
　
『全
記
録
５
』
¨
コ
一
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（新
版
ど
、
伊
藤
直
基
　
８

表 1『美音の栞J(1911)

音楽

謡曲

薩摩琵琶

筑前琵琶

詩吟

軍歌

唱歌
三曲

長唄

長唄清元掛合

常磐津

義太夫

清元

新内

芝居台詞

音曲入軍談

落語

浪花節

影芝居

端唄

追分節
かっぼれ阿果陀羅経

俗謡雑曲

１

‐６

８

７

Ю

ｌ

‐２

２

４４

９

‐３

６５

２０

６

９

４

８

３

４

‐５

９

５

５０

計



（編
集
兼
発
行
）、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
六
年

（
一

九

一
七
）
七
月
二
五
日
印
刷
、
同
三
〇
日
発
行
。

４
ま
で
の
収
録
作
品
を
整
理

・
取
捨
選
択
し
て
再
編
集
。

６
　
『全
記
録
６
』
¨
コ
一
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（増
補
三
版
と
、
伊
藤

直
基

（編
集
兼
発
行
）、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
三
月
五
日
印
刷
、
同
年
六
月

一
八
日
発
行
。

５
の
末
尾
に
作
品
を
追
加
。

７
　
『全
記
録
７
』
¨
コ
一
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（増
補
四
版
と
、
伊
藤

直
基

（編
集
兼
発
行
）、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
二
月
二
五
日
発
行
。

６
の
末
尾
に
点
数
を
追
加
。

８
　
『全
記
録
８
』
¨
コ
一
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（増
補
五
版
と
、
伊
藤

直
基

（編
集
兼
発
行
）、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
七
月
二
三
日
発
行
。

７
の
末
尾
に
作
品
を
追
加
。

９
　
『全
記
録
９
』
¨
コ
一
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（改
訂
増
補
六
版
と
、

伊
藤
直
基

（編
集
兼
発
行
）、
ニ
ツ
ポ
ノ
ホ
ン
文
句
集
全
集
発
行
所
、
大
正

一
一
年

（
一
九
二
二
）
八
月
二
六
日
発
行
。

５
～
８
ま
で
の
収
録
作
品
を
整
理

・
取
捨
選
択
し
て
再
編
集
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
九

一
三
年
の
初
版
以
降

一
九
二
二
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の

よ
う
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
一
九
二
一
年
だ
け
出
て
い
な
い
）。

た
だ
し
、
各
巻
に
注
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
す
べ
て
ま
っ
た
く
別
内
容
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
重
複
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
「日
本
蓄
音
器
音
譜

文
句
全
集
』
の
二
版
か
ら
四
版
ま
で
は
、
前
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の
末
尾
に

そ
の
年
追
加
さ
れ
た
作
品
を
継
ぎ
足
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
前
年
の
分
は
版
面

な
ど
含
め
、
ま
っ
た
く
変
更
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
第
四
版

ヽ
全
記
録
４
し

を
見
れ
ば
、初
版
か
ら
第
四
版
ま
で
の
内
容
が
す
べ
て
見
ら
れ
る
訳
で
あ
る
（
つ

ま
り
、
初
版
か
ら
第
二
版
は
見
る
必
要
が
な
い
）。
表
２
で
は
、
初
版
の
分
類
に

よ
る
作
品
数

（面
数
）
と
、
第
二
版
以
降
に
追
加
さ
れ
た
作
品
数

（面
数
）
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九

一
七
年
の

『
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集

（新
版
と

に
な
る
と
、
作

品
の
大
幅
な
入
れ
替
え
と
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
盤
に
な
っ

た
も
の
も
あ
る
一
方
で
、
追
加
も
あ
り
、
全
体
の
分
類
も
新
た
に
構
成
し
直
さ

れ
て
い
る
。
ど
れ
く
ら
い
の
作
品
が
削
除
さ
れ
、
ま
た
追
加
さ
れ
た
か
と
い
う

点
に
関
し
て
は
、
未
だ

一
点

一
点
の
突
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
何
と

も
言
え
な
い
が
、
落
語
に
関
し
て
言
え
ば
、
第
四
版
ま
で
で
四
九
面
あ
っ
た
も

の
の
う
ち
新
版
で
は
二
六
面
が
削
除
さ
れ
、
新
た
に
二
四
面
が
追
加
さ
れ
た
。

一
九

一
八
年
以
降
は
、
新
版
を
土
台
と
し
て
、
増
補
三
版

（
一
九

一
八
）、
増

補
四
版

（
一
九

一
九
）、
増
補
五
版

（
一
九
二
〇
）
と
作
品
の
追
加
が
行
わ
れ
て

い
る
。
や
は
り
前
年
の
分
に
関
し
て
は
一
切
変
更
を
加
え
て
い
な
い
の
で
、
結

局
新
版
か
ら
増
補
五
版
ま
で
の
収
録
作
品
は
、
増
補
五
版

（『全
記
録
８
し

に

す
べ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
版
以
後
、
増
補
五
版
ま
で

の
追
加
作
品
数

（面
数
）
に
つ
い
て
は
、
表
３
を
見
ら
れ
た
い
。

一
九
二
二
年
に
二
度
目
の
大
改
訂
が
行
わ
れ
、
作
品
の
削
除
と
追
加
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
目
次
の
構
成
も
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
改
訂
増
補
六
版

翁
全

記
録
９
し

で
あ
る
。
落
語
に
つ
い
て
の
み
言
え
ば
、
増
補
五
版
で
は
八
五
面
収

め
ら
れ
て
い
た
が
、
改
訂
増
補
六
版
で
は
そ
の
う
ち
四
七
面
が
削
除
さ
れ
、
新

た
に
二
面
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
表
４
に
、
改
訂
増
補
六
版
の
分
類
と
作
品
数

を
掲
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『全
記
録
』
に
は
日
本
蓄
音
器

（
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
）
の
文
句
集



表2 日本蓄音器文句全集

初版 (1913) 第二版 (1914) 第二版 (1915) 第四版 (1916) 計

宗教
演説
唱歌・歌劇
スケッチ
台白
薩摩琵琶
筑前琵琶
詩吟
謡曲
長唄
常磐津
清元
歌沢節
新内
富本
義太夫
浪花節
説教浄瑠璃
お伽噺
落語
滑稽
端歌
小唄
雑曲
外国語之部

５８

　

　

４６

２８

‐０

２２

５６

３０

Ю

ｌ４

２０

　

２２７

‐４８

４

　

３２

　

３０

‐４６

２４

４

8

２

‐２

４６

　

　

４

　

１

９

８

2

1

2

‐６

８

７９

８

２０

５０

４２

‐０

２２

６０

３‐

Ю

ｌ６

２０

２

２４７

２２４

８

４

４８

２

３‐

‐７６

５３

４

計

が
九
冊
収
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
作
品
を
利
用
す
る
だ
け
な
ら
、
す
べ
て
に
目

を
通
す
必
要
は
な
く
、
第
四
巻
、
第
八
巻
、
第
九
巻
の
三
冊
を
見
る
だ
け
で
よ

い
の
で
あ
る
。

〓
Ｔ

二
　
東
京
蓄
音
器

つ
ぎ
に
、
東
京
蓄
音
器

（東
京
レ
コ
ー
ド
）
の
文
句
集
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

次
の
二
冊
が

『全
記
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

１
　
『全
記
録

１０
」
¨
『東
京
レ
コ
ー
ド
文
句
集
　
第

一
集
』、
米
山
正

（編
集

兼
発
行
）、
東
京
蓄
音
器
株
式
会
社
、
大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
九
月
二
七

日
印
刷
、
同
年
九
月
二
〇
日
発
行
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
七
月

一
〇

日
再
版
発
行
。

２
　
『全
記
録

ｎ
』
¨
『東
京
レ
コ
ー
ド
文
句
集
　
第
二
集
』
、
米
山
正

（編
集

兼
発
行
）、
東
京
蓄
音
器
株
式
会
社
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
九
月
二
八

日
印
刷
、
同
年

一
〇
月

一
日
発
行
。

第

一
集
と
第
二
集
は
ま
っ
た
く
重
複
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
と
作
品
数

（面
数
）
を
表
５
と
表
６
に
示
す
。
『全
記
録
』
前
書
き

（岡
田
則
夫
氏
）
に
よ

れ
ば
、
こ
の

『東
京
レ
コ
ー
ド
文
句
集
』
は
日
本
に
数
冊
し
か
現
存
し
な
い
稀

観
本
と
の
こ
と
で
あ
る
。
版
面
の
例
示
は
省
略
す
る
が
、
や
は

，
総
ル
ピ
で
あ

２つ
。

四
　
資
料
的
価
値

四
。
一　
音
声
資
料
の
補
助

国
語
資
料
と
し
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
音
源
そ
の
も
の

が
一
次
資
料
で
あ
り
、
文
字
化
さ
れ
た
も
の
は
一
段
価
値
が
下
が
る
。
音
源
と

そ
の
正
確
な
文
字
資
料
が
揃
え
ば
、
言
う
こ
と
が
な
い
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
直



表3 ニッポノホン音譜文句全集

新版 (1917) 増補三 (1918) 増補四 (1919) 増補五 (1920) 計

演説

経文法話

唱歌 。童話・童謡

お伽歌劇

薩摩琵琶

筑前琵琶他

詩吟

謡曲

三曲

長唄・常磐津等

清元・富本

歌沢

―中節 。新内

端歌 。小唄・僅謡

社会スケッチ

太神楽

阿果陀羅経

書生節

法界節

浪花節

説教浄瑠璃等

落語 。講談

お伽晰

活動写真

芝居

喜劇・歌劇

声色

劇歌

雑曲

義太夫

７

６

６３

２８

４‐

５４

８

２２

‐２

５０

２‐

　

２‐

７６

８

‐２

７

８

Ю

２０

２０

５０

４

６

２０

４

‐０

　

３２

８２

６

８

　

６

　

３２

‐４

　

２

２２

‐２

　

６

４

　

６

　

８６

２６

　

２

４３

14

14

18

10

14

７

６

７５

３６

５７

７２

８

４６

‐９

０４

７‐

２

３７

５７

８

‐６

７

２２

‐０

２４６

３４

９４

４

２８

２５

‐８

Ю

４

５４

２８２

計



表5 東京レコード文句集 第一集 (1917)      表4 ニッポノホン音譜文句全集 。改訂

旧劇

喜劇・笑劇・悲劇

お伽劇 。お伽歌劇 。喜歌劇

史劇

活動劇

唱歌・軍歌

管弦楽

調和楽

演説

宗教

お伽晰

落語

講談

長唄

常磐津

清元

歌沢

新内

竹琴

小唄・端唄

理謡

流行唄

義太夫

浪花節

薩摩琵琶

筑前琵琶

詩吟

謡曲・能狂言

説教浄瑠璃

源氏節

活動劇

太神楽

阿果陀羅経

物まね

仮声

軽口

からくり

実写

２４

６６

５２

４

２

３‐

Ю

２

６

６

‐０

４２

６

３９

２８

８

５

４

２

８７

３０

２９

３８

５４

２４

２２

４

９

Ю

２

８

８

２

６

３

２

２

２

計 689

増補六版 (1922)

演説

経文・法話

唱歌

童謡

新作唱歌

お伽歌劇

歌劇・劇歌

三曲

薩摩琵琶

筑前琵琶

玄海琵琶

詩吟

謡曲

長唄

清元

常磐津

新内

一中節

歌沢

端唄。小唄

僅謡

新小唄

芝居

芝居囃子

声色

活動写真

書生節

太神楽

阿果陀羅経

法界節

説教浄瑠璃

落語

講談

浪花節

義太夫

万歳 。地唄

雑

５

４

５５

２０

６

２２

２３

７

７２

４４

４

‐４

４８

９２

８８

５８

３０

２

‐２

８２

２４

６

８４

‐８

‐６

２０

３４

２２

６

６

‐２

４２

４

７２

４８

‐０

‐２



に
聴
取
す
る
こ
と
は
現
在
大
変
む
ず
か
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
関
東
大
震
災
や
戦

災
等
に
よ
っ
て
多
く
が
失
わ
れ
、
ま
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
、
技
術
の

波
に
押
さ
れ
、
過
去
の
遺
物
と
な
っ
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
大
抵
の
家
庭
で
廃
棄

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
重
く
て
か
さ
ば
る

上
に
、
も
ろ
く
、
割
れ
や
す
い
の
で
、
元
来
、
保
存
に
は
適
さ
な
い
。
ま
た
、

再
生
の
た
め
に
状
態
の
よ
い
蓄
音
器
を
探
し
出
す
こ
と
も
今
日
と
な
っ
て
は
困

難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

幸
い
、　
一
部
の
コ
レ
ク
タ
ー
や
公
共
機
関
に
保
存
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー

ド
を
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
、
ま
た
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
再
録
し
た
音
源
が
わ
ず
か
な
が
ら

販
売
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
音
源
を
使
っ
て
文
句
集
の
文
字
化
の
精
度
を

確
か
め
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
音
源
の
一
つ
で
あ
る

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
書
籍

『古
今
東
西
噺
家
紳
士
録
』
（発
行

¨
エ
ー
ピ
ー
ピ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
、
発
売

¨
丸
善
株
式
会
社
。
以
下
、
『紳
士
録
』
と
す
る
）
を
使
っ

て
、
文
句
集
と
見
比
べ
て
み
た
。

『全
記
録
』

一
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
日
本
蓄
音
器
、
東
京
蓄
音
器
の
落
語
レ

コ
ー
ド
は
作
品
数

一
一
七
本
、
レ
コ
ー
ド
面
数
に
し
て
一
八
二
面
を
数
え
る
が
、

こ
の
う
ち
、
『紳
士
録
』
収
録
作
品
と

一
致
す
る
も
の
が

一
二
本
あ
っ
た
。
表
７

に
示
し
て
お
く
。
こ
の
表
で
※
を
付
し
た
も
の
は
、
レ
ー
ベ
ル
が
一
致
し
な
い

が
内
容
は
細
部
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
い
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
同

一
の
原
盤

を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ざ
っ
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
聞
き
取
り
は
ま
ず
ま
ず
正
確
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
早
日
の
部
分
な
ど
で
は
細
か
い
聞
き
誤
り
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
日
蓄

一
〇
八
四
番
の

「西
洋
の
結
婚
」
全
一代
目
橘
家
三
好
）
を
例
に

取
っ
て
み
る
と
、
原
文
二
八
行
の
間
に
、
明
か
な
聞
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所

が
九
箇
所
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
問
題
と
な
る
の
が
ル
ビ
の
信

頼
性
で
あ
る
。
日
蓄

一
〇
九
四
番
の

「宇
治
中
納
言
」
（春
風
亭

楓
枝
）
で
は
、
「落
語
家
」
が
八
回
現
れ
、
す
べ
て
「ら
く
ご
か
し

と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
録
音
で
は
す
べ
て
「
は
な
し
か
」

と
言
っ
て
い
る
。
同
種
の
誤
り
は
、
他
に
も
多
数
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
総
ル
ビ
時
代
に
は
よ
く
あ
っ
た
こ
と
と
言
わ
れ
る
が
、

原
稿
を
作
っ
た
人
物
と
ル
ビ
を
付
け
た
人
物
が
別
で
あ
っ
た
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
。
原
稿
は
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
し
た
と
し

て
も
、
ル
ビ
を
付
け
る
人
物
は
、
編
集
の
段
階
で
、
音
源
に
帰

る
こ
と
も
せ
ず
、
適
当
に
付
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
文
句
集
は
音
源
が
入
手
で
き
る
場
合
に
限
っ

て
、
音
声
資
料
の
補
助
と
し
て
一
定
の
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る

が
、
音
源
が
な
い
場
合
、
国
語
資
料

（と
く
に
音
声
資
料
）
と

表6 東京レコード文句集 第二集 (1919)

喜劇 。実劇・悲劇他

唱歌・歌劇・軍歌

調和楽

お伽噺 。お伽琵琶

落語

講談他

長唄

常盤津

清元

歌沢

新内

一中節

明笛

小唄

端唄

理謡

流行唄

義太夫

浪花節

薩摩琵琶

筑前琵琶

詩吟

謡曲

仮声

計



題 目 演者 レコード番号 『全記録J所収場所

長屋の花見

宇治中納言

西洋の結婚

壁金 (飴屋)上
同   下

専売芸者  上

同   下

掛取萬歳  上

同   下

京染め   上

同   下

箱根の関所 上

同   下

宗旨争ひ  上

同   下

上

下

上

下

絣
婦
同
声
同

玄

伊

　

士冗

馬楽,蝶花楼

楓枝,春風亭 (四代目都家歌六)

三好,橘家

蔵之助,橘家

つばめ,柳家

回太郎,橘家

花咲,桂 (上方)(一輪亭花咲)

勝治郎,三升亭

□橘,三遊亭

小三太,柳家

志ん馬,古今亭 (上方)

回鏡,月 の家 (三代目三遊亭回遊)

日2097

日1094

日1084

日2456

日2457

日0718

日0719

日0359

日0360

日4404

日4405

東0305

,に0306

東0327

東0328

東0067

東0576

東0577

東H31
東H32

1:457

1:462,5:451

1:464,5:449

1:466,5:466,9:428

1:468,5:468,9:429

5:445

5:447

5:463,9:427

5:464,9:428

9:451

9:451

10:437

10:438

10:444

10:446

10:812

11:215

11:217

11:266

11:268

※

※

表7『全記録』所収落語と『紳士録J所収音源の共通演目

レコード番号の「日」は日本蓄音器,「東」は東京蓄音器を表す。
また,『全記録J所収場所は巻と頁番号で示している。1:457な ら, 1巻 457頁である。

し
て
用
い
る
に
は
そ
れ
な
り
に
慎
重
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

四
・
二
　
そ
の
他
の
価
値

音
声
的
な
面
で
は
あ
ま
り
期
待
は
で
き
な
い
と
し
て
、
限
定
的
な
が
ら
、
例

え
ば
近
代
国
語
の
語
彙
や
文
法
、
あ
る
い
は
文
字

・
表
記
の
資
料
と
し
て
文
句

集
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
資
料
群
の
真
骨

頂
は
、
何
よ
り
も
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
そ
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
義
太
夫
、
長
唄
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
、
薩
摩
琵
琶

・
筑
前
琵
琶
や

浪
花
節
の
よ
う
な
新
出
の
邦
楽
、
ま
た
歌
劇
や
新
劇
等
の
洋
風
芸
能
ま
で
、
明

治

。
大
正
に
流
行
し
た
芸
能
を

一
堂
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、

こ
れ
ら
の
文
句
集
は
何
に
も
代
え
難
い
価
値
と
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
中
に
は
、
今
日
で
は
そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
作
品
も
少
な
く
な
ぃ
Ｃ

例
え
ば

一
部
の
新
劇
や
お
伽
歌
劇
な
ど
、
芸
術
的
価
値
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
低

い
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
文
字
面
を
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
な
る
よ
う
な
作

品
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
時
代
の
雰
囲
気
を
直
接
今
日
に
伝
え
て
く
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

狭
い
意
味
で
の
国
語
学
的
価
値
は
さ
て
お
い
て
も
、
言
語
文
化
史
的
な
観
点

か
ら
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
作
品
群
を
総
体
的
に
検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
作
業
の
中
か
ら
、
日
本
の
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の

新
た
な
知
見
が
導
き
出
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
大
き
い
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

な
近
代
史
観
か
ら
逃
れ
、
我
々
自
身
の
目
で
日
本
の
近
代
を

「再
発
見
」
す
る

営
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

付
記本

稿
を
な
す
に
当
た
っ
て
、
平
成

一
二
年
度
大
阪
大
学
文
学
部
に
お
け
る
国



語
学
演
習
参
加
者

の
調
査

と
、
彼
等

と

の
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
が
大

い
に
参
考

に
な

っ
た
。　
一
々
名

を
挙
げ

る
こ
と
は
省
略

す

る
が
、
記

し

て
感
謝

い
た
し
ま

す
。

圧̈（１
）

清
水

（
一
九
九
八
）
参
照
。
音
源
を
Ｃ
Ｄ

「よ
み
が
え
る
オ
ッ
ペ
ケ
ベ
ー
ー
ー

一

九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
の
川
上

一
座
」
（東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｇ
‐
５
４
３
２
）
で
聴

く
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）

清
水

（
一
九
八

一
）
以
下
の
諸
論
文
参
照
。

（３
）

真
田

（
一
九
九

一
）、
金
沢

（
一
九
九
八
ｂ
）。

（４
）

金
沢

（
一
九
九
八
ａ
）、
中
井

〈二
〇
〇
〇
）。

（５
）

「生
活
誌
」
掲
載
の

『美
音
の
栞
」
解
題

（岡
田
則
夫
氏
執
筆
）
参
照
。

（６
）

例
え
ば
志
賀
直
哉
「暗
夜
行
路
」
に
名
前
が
見
え
る
「松
江
節
」
が
■全
記
録
３
～
９
』

に
見
え
る
が
、
こ
の
民
謡
は
現
地
松
江
で
も
忘
れ
去
ら
れ
、
歌
え
る
人
が
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る

（筆
者
の
担
当
す
る
大
阪
大
学
文
学
部
の
国
語
学
演
習
に
お
け
る
、

越
野
道
子

・
征
矢
悠
子
両
氏
の
調
査
に
よ
る
）。

参
考
文
献

金
沢
裕
之

（編
）
２

九
九
八
ａ
）
『初
期
落
語
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
大
阪
ア
ク
セ
ン
ト
ー
ー

資
料
と
分
析
』
平
成

一
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

（担
当

執
筆
者

¨
中
井
幸
比
古
）

金
沢
裕
之

（
一
九
九
八
ｂ
）
■近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究
じ
和
泉
書
院

倉
田
善
弘

（
一
九
七
九
）
「日
本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
し
東
京
書
籍

真
田
信
治

（編
）
２

九
九

一
）
コ
一十
世
紀
初
頭
大
阪
国
語
の
実
態
―
―
落
語
Ｓ
Ｐ
レ
コ

ー
ド
を
資
料
と
し
て
』平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
〈担

当
執
筆
者

¨
金
沢
裕
之
）

清
水
康
行

（
一
九
八

一
）
「快
楽
亭
プ
ラ
ッ
ク
と
平
円
版
初
吹
込
」
「國
文
鶴
見
』

一
六
、

四
〇
―
四
八
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
二
）
ぷ
７世
紀
初
頭
東
京
語
資
料
と
し
て
の
落
語
最
初
の
レ
コ
ー
ド
」

「言
語
生
活
』
三
七
二
、
五
〇
―
五
九
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
六
ａ
）
コ
一十
世
紀
初
頭
の
東
京
語
子
音
の
音
価
上
日
訛
」
築
島
裕
博

士
還
暦
記
念
会

（編
）
『築
島
裕
博
士
還
暦
記
念

国
語
学
論
集
』
明
治
書
院
、
四
二
八
―

四
四
六
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
六
ｂ
）
コ
一十
世
紀
初
頭
の
東
京
語
母
音
の
音
価
上
日
訛
―
―
落
語
レ

コ
ー
ド
を
資
料
と
し
て
」
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
会
編

『松
村
明
教
授
古
稀
記
念

国
語

研
究
論
集
」
明
治
書
院
、
八
〇
三
―
八

一
八
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
七
）
「は
な
し
こ
と
ば
の
音
声
―
―
二
十
世
紀
初
頭
東
京
落
語
レ
コ
ー

ド
資
料
の
場
合
」
「国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
五
二

・
七
、
五
六
―
六
三
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
八
）
「東
京
語
の
録
音
資
料
―
―
落
語
。演
説
レ
コ
ー
ド
を
中
心
と
し

て
」
『国
語
と
国
文
学
」
六
五

・
一
一
、　
〓

一九
―
二
四
三
頁

清
水
康
行

（
一
九
八
九
ａ
）
「録
音
資
料
で
聴
く
過
去
の
音
声
の
実
例
」
「国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
」
五
四

。
一
、　
三
↑
上

三

頁

清
本
康
行

（
一
九
八
九
ｂ
）
コ
一〇
世
紀
早
期
の
演
説
レ
コ
ー
ド
資
料
群
に
聴
く
合
拗
音
の

発
音
」
「名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
六
四
、
三
二
―
四
四
頁

清
水
康
行

〈
一
九
九
八
）
沢
短
信
〉
最
も
早
い
日
本
語
録
音
資
料
群
の
出
現
―
―

一
九
〇

〇
年
パ
リ
に
お
け
る
川
上
音
二
郎

一
座
の
平
円
盤
録
音
ヽ
国
語
学
〓

九
二
、
一
一
一六
―

一
三
〇
頁

中
井
幸
比
古

（編
）
含
一〇
〇
〇
）
『大
阪
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
変
遷
」
平
成

一
一
年
度
文

部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

都
家
歌
六

（
一
九
八
七
）
『落
語
レ
コ
ー
ド
八
〇
年
史
（上
Ｘ
下
ｙ
国
書
刊
行
会

―
―
本
学
大
学
院
助
教
授
―
―


